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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　キャビンのルーフ部に空調ユニットを備えるとともに、前記空調ユニットから発生する
水分を機外に排出するように構成してある作業車であって、
　前記空調ユニットを、リヤピラーより後方に突出するルーフ部の内部に設け、
　前記空調ユニットの排水口から水平でかつ横側方に向かう姿勢の機器側ホースを前記ル
ーフ部の内部に設けるとともに、前記機器側ホースを前記ルーフ部の下部カバーの取出口
から斜め前方下方に向かって前記ルーフ部の外部に延出し、
　前記ルーフ部の外部に延出した前記機器側ホースを接続する配管を、前記機器側ホース
を接続する機器側接続部と、前記機器側接続部の前端側から前記リヤピラーの外面に向け
て斜め下向きに屈曲する先端側接続部とを備えたエルボ状に構成して、車体から外方に突
出したブラケットに固定し、
　前記配管の先端側接続部に接続された先端側ホースをリヤピラーの外面に沿って上下向
き姿勢で配置してある作業車。
【請求項２】
　前記ブラケットは、作業灯を支持するブラケットとして兼用されるものであり、前記ブ
ラケットに設けられた板状部に前記配管を固定してある請求項１記載の作業車。
【請求項３】
　前記下部カバーに、この下部カバーの下面から下方に突出する状態で、前記ルーフ部の
内部に設けられる前記機器側ホースを載置する載置溝を形成してある請求項１又は２記載
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の作業車。
【請求項４】
　リヤウインドとサイドウインドとを、リヤウインドの横外側の端縁が前記リヤピラーの
外面の後部側に外側から接合し、且つ、サイドウインドの後側の端縁がリヤウインドの横
外側の端縁との間に隙間が形成される状態で前記リヤピラーの外面の前部側に外側から接
合するように、キャビンフレームに装着し、
　前記先端側ホースを、前記リヤウインドの横外側の端縁と前記サイドウインドの後側の
端縁との間に形成された前記隙間を通して前記リヤピラーの外面に沿って車体の下部側に
延出してある請求項１～３のいずれか一項に記載の作業車。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、キャビンのルーフ部に空調ユニットを備えるとともに、前記空調ユニットか
ら発生する水分を機外に排出するように構成してある作業車に関する。
【背景技術】
【０００２】
　空調ユニットとしての冷房装置で発生したドレン水を機外に排出する為に、キャビンの
ルーフ部に収納した冷房装置から前後左右に４本のドレン配管を配置し、四隅に配置され
た４本の支柱に沿ってドレン配管を這わせて、ドレン水を機外に排出していた（特許文献
１参照）。
【０００３】
【特許文献１】実公平７－２７２１５号公報（公報第４欄の第４６行～第５欄の第３行、
及び、図１）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記のように空調ユニットから前後にドレン排水用の配管が配設されているのは、空調
ユニットの前後に配置されているキャビンの骨組みを構成するリヤピラー又はフロントピ
ラーとしての支柱内を通して配管を配索することを目的とするものであり、かつ、作業車
が傾斜地を走行して作業を行う場合に機体が前後に傾斜しても支障なくドレン水を排出す
ることを考慮したものである。
　しかし、前後に向けてドレン排水用の配管を設ける必要があり、配管の配索スペースの
確保と配索作業の製作負担に大きなものがあった。
　しかも、ドレン排水用の配管を上下向き姿勢で這わす支柱が、空調ユニットの前後一方
にしか存在しない場合には、配管は前後一方に向けてしか配索できないこととなり、単に
、配管を前後一方に向けて配索しただけでは、傾斜地走行でのドレン排出が十分でないこ
とも考えられた。
【０００５】
　本発明の目的は、構造の簡単な排水構造を採りながらも、傾斜地走行時においても十分
排出することのできる作業車を提供する点にある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明のうちの請求項１に係る発明では、キャビンのルーフ部に空調ユニットを備える
とともに、前記空調ユニットから発生する水分を機外に排出するように構成してある作業
車において、
　前記空調ユニットを、リヤピラーより後方に突出するルーフ部の内部に設け、
　前記空調ユニットの排水口から水平でかつ横側方に向かう姿勢の機器側ホースを前記ル
ーフ部の内部に設けるとともに、前記機器側ホースを前記ルーフ部の下部カバーの取出口
から斜め前方下方に向かって前記ルーフ部の外部に延出し、
　前記ルーフ部の外部に延出した前記機器側ホースを接続する配管を、前記機器側ホース
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を接続する機器側接続部と、前記機器側接続部の前端側から前記リヤピラーの外面に向け
て斜め下向きに屈曲する先端側接続部とを備えたエルボ状に構成して、車体から外方に突
出したブラケットに固定し、
　前記配管の先端側接続部に接続された先端側ホースをリヤピラーの外面に沿って上下向
き姿勢で配置してある。
【０００７】
　上記構成によれば、空調ユニットから水分を取り出す機器側ホースは、略水平で横側方
に向かう姿勢で配索してある。この構成により作業車が後倒れ方向に傾きを生じても、機
器側ホースの姿勢は変化しないので、排水機能が低下することは少ない。
　先端側ホースとしては、リヤピラーに沿って上下向き姿勢で配索されているので、この
場合には、作業車が後方向に傾きを生じて先端側ホースの姿勢も後倒れ姿勢に変化するこ
ととなるが、下向きに排水する機能は維持されることとなるので、排水機能が低下するこ
とは少ない。
　機器側ホースと先端側ホースを接続する配管を、従来構成のように、機体前後方向に向
かう姿勢に配索するのではなく、前方に向けて下向き斜め姿勢に配索することとした。こ
れによって、作業車が後方向に傾きを生じて配管の姿勢が変化しても、配管は下向きの状
態を維持できるので、排水機能が低下することは少ない。
【０００８】
　一方、作業車が前方に向けて傾斜した場合には、機器側ホースは略水平で横側方に向か
う姿勢に配索されているので、その姿勢が変化することはない。前方に向けて下向き斜め
姿勢に配索されている配管は、姿勢を変化させて上下向き姿勢に近い姿勢に切り換わり、
排水機能の低下はない。上下向き姿勢に配索されている先端側ホースは、前倒れ姿勢に多
少は変化するが、下向き傾斜姿勢は維持できるので、これも排水機能が低下することは少
ない。
【０００９】
　従って、上下向き姿勢で排出する先端側ホースに接続するために、略水平で横側方に向
う機器側ホースと斜め下向き姿勢の配管を設けることによって、走行機体の前後傾斜に拘
わらず排水機能を低下させることはなく、排水機能の低下による収納機器の作動不良等を
回避できるに至った。
【００１０】
　本発明のうちの請求項２に係る発明では、上記請求項１に係る発明において、前記ブラ
ケットは、作業灯を支持するブラケットとして兼用されるものであり、前記ブラケットに
設けられた板状部に前記配管を固定してある。
【００１１】
　上記構成によれば、ブラケットの兼用化を図ることができ、配管を支持する専用のブラ
ケットを設ける必要はない。
【００１２】
　本発明のうちの請求項３に係る発明では、上記請求項１又は２に係る発明において、前
記下部カバーに、この下部カバーの下面から下方に突出する状態で、前記ルーフ部の内部
に設けられる前記機器側ホースを載置する載置溝を形成してある。
【００１３】
　本発明のうちの請求項４に係る発明では、上記請求項１～３のいずれかに一項に係る発
明において、リヤウインドとサイドウインドとを、リヤウインドの横外側の端縁が前記リ
ヤピラーの外面の後部側に外側から接合し、且つ、サイドウインドの後側の端縁がリヤウ
インドの横外側の端縁との間に隙間が形成される状態で前記リヤピラーの外面の前部側に
外側から接合するように、キャビンフレームに装着し、前記先端側ホースを、前記リヤウ
インドの横外側の端縁と前記サイドウインドの後側の端縁との間に形成された前記隙間を
通して前記リヤピラーの外面に沿って車体の下部側に延出してある。
【００１４】
【００１５】
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【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　図１には作業車の一例として耕耘作業を主作業とするトラクタの全体側面が示されてお
り、このトラクタは、前部フレーム１に防振搭載したエンジン２からの動力を、フレーム
兼用のミッションケース３に内装した走行用の変速装置（図示せず）などからなる走行伝
動系を介して左右一対の前輪４及び後輪５に伝達する四輪駆動型に構成されている。
【００１７】
　図１及び図２に示すように、ミッションケース３の後部には、その後上部に内装した油
圧式の昇降シリンダ（図示せず）の作動で上下方向に揺動駆動される左右一対のリフトア
ーム６や、エンジン動力の外部への取り出しを可能にする動力取出軸７、などが装備され
ている。
【００１８】
　動力取出軸７には、エンジン２からの動力が、走行伝動系とは別系統のミッションケー
ス３に内装した作業用の変速装置（図示せず）や作業クラッチ（図示せず）などからなる
作業伝動系を介して伝達されている。
【００１９】
　図示は省略するが、左右のリフトアーム６には、ミッションケース３の後部に昇降揺動
可能に連結装備されるリンク機構が連結され、動力取出軸７には、そのリンク機構に連結
されるロータリ耕耘装置などの作業装置に備えた入力軸が伝動軸などを介して接続される
。
【００２０】
　図１及び図２に示すように、トラクタの後半部には、ステアリングホイール８や運転座
席９などを備えて搭乗運転部１０が形成され、その搭乗運転部１０を覆うキャビン１１が
装備されている。
【００２１】
　図１に示すように、キャビン１１は、キャビンフレーム１９に、透明の曲面ガラスなど
からなるウインドシールド２０、透明の平面ガラスなどからなる外開き式の左右一対のド
アパネル２１、透明の曲面ガラスなどからなる外開き式の左右一対のサイドウインド２２
、及び、透明の曲面ガラスなどからなる外開き式のリヤウインド２３、などを備えて構成
されている。
【００２２】
　キャビンフレーム１９は、異形パイプからなる左右一対のフロントピラー２４、左右一
対のクォータピラー２５、角パイプからなる左右一対のリヤピラー２６、断面形状コの字
状のフロントクロスメンバー２７、断面形状コの字状の左右一対のサイドメンバー２８、
及び、断面形状コの字状のリヤクロスメンバー２９、などを溶接して構成され、フロント
クロスメンバー２７、左右のサイドメンバー２８、及び、リヤクロスメンバー２９に、イ
ンナルーフ３０やアウタルーフ３１などを取り付けてルーフ部３２が形成されている。
【００２３】
　左右のドアパネル２１は、対応するクォータピラー２５に上下一対のヒンジ３３を介し
て開閉揺動可能に連結されている。
　左右のサイドウインド２２は、対応するリヤピラー２６に上下一対のヒンジ３４を介し
て開閉揺動可能に連結されている。
　リヤウインド２３は、リヤクロスメンバー２９に左右一対のヒンジ３５を介して開閉揺
動可能に連結されている。
　左右のリヤピラー２６は、それらの間隔が、左右のフロントピラー２４の間隔や左右の
クォータピラー２５の間隔よりも狭くなるように設定されている。
【００２４】
　図３に示すように、リヤクロスメンバー２９は、アウタルーフ３１との間に空調ユニッ
ト３６の配置空間を確保するために、左右のリヤピラー２６の上端部から所定距離だけ下
げた高さ位置に配置設定され、その上部には空調ユニット３６を支持する３つの支持ステ
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ー３７が装備されている。
【００２５】
　図１～図３に示すように、インナルーフ３０は、その周縁部がフロントクロスメンバー
２７、左右のサイドメンバー２８、及び、リヤクロスメンバー２９の下面に接合されてお
り、その周縁部とアウタルーフ３１との間に空調ダクト配設用の空間を確保しながら居住
空間を極力広くするために、その中央部がアウタルーフ３１に向けて膨出する形状に形成
されている。
【００２６】
　アウタルーフ３１は、その周縁部がフロントクロスメンバー２７及び左右のサイドメン
バー２８の上面で支持され、その前後中間部に外気導入経路３８を有するように、又、そ
の後端部が、リヤウインド２３よりも後方に延出して、空調ユニット３６の上部を覆う上
部カバーとして機能するように形成されている。
【００２７】
　アウタルーフ３１及び支持ステー３７には、空調ユニット３６の後下部を覆う下部カバ
ー３９が連結され、インナルーフ３０の後端部とアウタルーフ３１の後部と下部カバー３
９とで、空調ユニット３６の収納空間４０が形成されている。
【００２８】
　図２～図６に示すように、インナルーフ３０の後部中央には、キャビン内気の空調ユニ
ット３６への供給を可能にする左右一対の内気供給口４１が形成されている。
　図９及び図１０に示すように、アウタルーフ３１の後部中央には、外気の空調ユニット
３６への供給を可能にする左右一対の外気供給口４２が、インナルーフ３０の内気供給口
４１に対向する状態で形成されている。
【００２９】
　図１、図９及び図１０に示すように、アウタルーフ３１の後部には、左右のサイドウイ
ンド２２を開けた際のキャビン内部への雨水の入り込みを阻止する左右一対の庇４３が形
成されている。
　左右の庇４３は、外気導入経路３８に連通する中空状に形成され、左側の庇４３の底壁
にのみ、外気導入口４４が形成され、エアフィルタ４５が装備されている。
　このように、左側の庇４３にのみ外気導入口４４を形成し、エアフィルタ４５を装備し
たことで、圃場でエアフィルタ４５の掃除や交換などを行う場合には、車体の左側を畦に
隣接させた状態で車体を停止させるようにすれば、左側の乗降口から畦に降車して直ぐに
、庇４３に手が届き易い畦上で、エアフィルタ４５の掃除や交換などを行うことができる
。
【００３０】
　図２、図９及び図１０に示すように、内気供給口４１と外気供給口４２の間には、外気
供給口４２を開放して空調ユニット３６への外気の供給を許容するとともに、内気供給口
４１の開口面積を小さくして内気供給口４１からのキャビン内気の供給を抑制する外気混
入状態と、外気供給口４２を閉塞して空調ユニット３６への外気の供給を阻止するととも
に内気供給口４１を大きく開放する内気循環状態とに切り換え可能に構成された上下揺動
式のシャッタ４６が配備されている。
【００３１】
　図２、図９及び図１０に示すように、シャッタ４６は、電動モータ４７の作動で左右向
きの支軸４８を支点にして上下揺動する電動式で、その遊端部に備えた連係軸４９が、前
後向きの支点ピン５０を支点にして揺動するクランクアーム５１、及び連係ワイヤ５２を
介して、電動モータ４７の操作アーム５３に操作連係され、図外のバネによって内気循環
状態に復帰付勢されている。
【００３２】
　図２及び図３に示すように、空調ユニット３６は、右上部に吸気部５４が開口され、前
部に左右一対のパイプ状の吹出部５５が形成されたケーシング５６に、シロッコファン５
７、エバポレータ５８、及びヒータ５９、などを内装して構成され、左右のリヤピラー２
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６、２６の間で、その後端部がキャビン１１のリヤウインド２３よりも大きく後方に位置
するように各支持ステー３７で支持されることで、その全体が運転座席９よりも後方に位
置するようになっている。
【００３３】
　図２及び図３に示すように、空調ユニット３６を配置したことで、空調ユニット３６を
ルーフ部３２の前端部に配置する場合に比較して、キャビン１１の全高を極力低くしなが
ら居住空間を大きく確保することができ、又、能力の高い大型の空調ユニット３６を装備
することが可能になり、更に、前上方に対する視界が広がることから、例えば、フロント
ローダ（図示せず）を連結装備したローダ作業時には、上昇させたバケット位置の視認が
容易になり、作業性が向上する。
【００３４】
　図２及び図３に示すように、シロッコファン５７は、エバポレータ５８の右側方に配置
され、吸気部５４から取り込んだ未調節空気を、エバポレータ５８とそれに対向するケー
シング５６の後壁６０との間に形成された給気経路６１を介して、エバポレータ５８及び
ヒータ５９に供給する。
【００３５】
　図２及び図３に示すように、ケーシング５６の後壁６０は、シロッコファン５７からの
未調節空気をエバポレータ５８の全域に略均一に案内する案内壁として機能するように、
シロッコファン５７から離れる左端側ほどエバポレータ５８に接近する多段形状に形成さ
れている。
【００３６】
　このように、ケーシング５６の後壁６０を多段形状に形成したことで、後壁６０におけ
る左端部の外面と、ルーフ部３２における後部の壁面との間には比較的大きい空間６２が
形成されることになる。
【００３７】
　そこで、この空間を有効利用して、ケーシング５６の後壁６０にシャッタ操作用の電動
モータ４７を装備するようにしてあり、これによって、電動モータ４７を収納する専用の
空間を形成することによるルーフ部形状の複雑化やルーフ部３２の大型化などを回避する
ことができる。
【００３８】
　又、シロッコファン５７は、エバポレータ５８の右側方に配置されたことで、アウタル
ーフ３１の左端部に形成された外気導入口４４とは反対側の右端部に位置することになり
、これによって、外気混入状態では、外気導入口４４から導入された外気が、外気導入経
路３８と給気経路６１とを介して、キャビン１１の内温で予熱された状態でエバポレータ
５８及びヒータ５９に供給されるようになることから、外気導入口４４の近傍にシロッコ
ファン５７を配置する場合に比較して、空調効率の向上を図ることができる。
【００３９】
　図２及び図３に示すように、ケーシング５６の各吹出部５５には、対応する吹出部５５
からの調節空気をキャビン１１の前端部に向けて案内する左右一対の空調ダクト６３が外
嵌されている。
【００４０】
　図２～図６に示すように、エバポレータ５８には、そのケース内で発生した結露水を排
出する排水機構Ａが設けられている。排水機構Ａは、エバポレータ５８の底部における左
右両端部に形成された結露水排出用の排水口７５，７６に対応して、夫々、設けられてい
る。
【００４１】
　図３～図６に示すように、排水機構Ａは、左右排水口７５、７６に接続され、略水平で
かつ横側方に向かう姿勢で左右の機器側ホース６５，６５を設ける。左右の機器側ホース
６５，６５は、左右排水口７５，７６に接続された基端部６５Ａ、６５Ａを下部カバー３
９の内部空間内に位置させており、その内部空間における底面に沿った状態で、略水平で
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かつ横側方に向かう姿勢で設けられており、図７に示すように、下部カバー３９には載置
溝３９Ｃ、３９Ｃが設けてある。左右の機器側ホース６５，６５の先端部分は、下部ケー
ス３９に形成した取出口３９Ｄ、３９Ｄより突出し、斜め前方下方に向かって延出されて
いる。
【００４２】
　図３～図６に示すように、左右の機器側ホース６５、６５より排水方向下手側には、左
右のエルボ状の金属製の配管６６、６６を前方下方に向かう斜め下向き姿勢に配設してあ
る。
　左右の金属製の配管６６、６６より排水方向下手側には、左右の先端側ホース６７、６
７を上下向き姿勢で配設し、夫々、左右の金属製の配管６６、６６に接続してある。
【００４３】
　図３～図６に示すように、左右の金属製の配管６６、６６の上方には、夫々、後記する
左右の作業灯８４、８４が配設され、左右の作業灯８４、８４を支持する左右のブラケッ
ト６８、６８が設けてある。左右のブラケット６８、６８より下向きに板状部６８Ａ、６
８Ａを垂下してあり、この板状部６８Ａ、６８Ａの下端に、夫々、左右の金属製の配管６
６、６６を一体固定してある。
　図中８３は、ウインカーである。
【００４４】
　図３～図６に示すように、左右の金属製の配管６６、６６の下端部に外嵌装着された左
右の先端側ホース６７、６７は、対応する左右のリヤピラー２６，２６の外面に接合した
サイドウインド２２とリヤウインド２３の間を通って機体の下部側まで延出されている。
図１２に示すように、左右の先端側ホース６７、６７の断面形状は、円筒形の一部でリヤ
ピラー２６、２６に接着される基端部分は、一定の横幅を備えた取付座６７Ａ、６７Ａに
形成され、リヤピラー２６、２６への取付状態を安定したものにしている。
【００４５】
　つまり、図３～図６に示すように、エバポレータ５８の底部における左右両端部に排水
口７５，７６を備えたことで、エバポレータ５８で発生した結露水を、車体の左右傾きに
対応する排水口７５，７６から、左右の排水機構Ａ、Ａを介して、左右のリヤピラー２６
の外面に案内することができ、図１に示すように、左右のリヤピラー２６の下端部から左
右のリヤフェンダ８０の内面に沿って車外に速やかに排出することができる。
【００４６】
　又、左右の先端側ホース６７、６７を、サイドウインド２２とリヤウインド２３の間を
通すことで、目立ち難くすることができ、外部配管構造を採用することによる見栄えの低
下を抑制することができる。
【００４７】
　アウタルーフ３１と下部カバー３９との間に形成される防水シール機構Ｂについて説明
する。図３、図７及び図８に示すように、防水シール機構Ｂは、アウタルーフ３１と下部
カバー３９との接続面に設けられるものであり、第１合わせ面に配置される第１シール部
材６９と、第１合わせ面より内側に形成される第２合わせ面に配置される第２シール部材
７０と、第１シール部材６９と第２シール部材７０との間に形成される捕水空間Ｃとで構
成される。
【００４８】
　図７及び図８に示すように、捕水空間Ｃは、下部カバー３９における外側壁部３９Ａと
その外側壁部３９Ａの内側にその外側壁部３９Ａから分岐されて立設されている内側壁部
３９Ｂとの間に形成されており、第１シール部材６９を越えて浸入してきた水分を捕集す
るように構成してある。
【００４９】
　このような構成によって、高圧洗車時であっても、空調ユニット収納空間に水が浸入す
ることが少なくなる。
　なお、捕水空間Ｃに溜まった水は、次ぎのようにして排出される。図７及び図８に示す
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ように、捕水空間Ｃを、前記第１合わせ面に沿ってかつその捕水空間Ｃの底面が前記捕水
空間Ｃの両側端程低位に位置するように形成する。そして、前記した両側端に対応した最
低部位に下部カバー３９より機外に排出する排出口Ｃｃ、Ｃｃを設けて、捕水空間Ｃに捕
捉された漏水を排出するように構成してある。
【００５０】
　第１シール部材６９と第２シール部材７０について説明する。図７及び図８に示すよう
に、第１シール部材６９は、左右のリヤピラー２６，２６より後方に配置されている下部
カバー３９の周縁部に沿って設けられており、第１合わせ面として形成されている平坦面
に沿った一定幅の平板状に形成され、所定間隔毎に連結用の取付具等が貫通する孔６９Ａ
を備えている。
【００５１】
　第２シール部材７０について説明する。図１に示すように、アウタルーフ３１は、キャ
ビン１１を構成するフロントクロスメンバー２７と左右のサイドメンバー２８，２８とに
主として支持され、リヤピラー２６の後方より突出する部分は、下部カバー３９で支持さ
れている。第２シール材７０は、図７乃至図９に示すように、アウタルーフ３１と下部カ
バー３９との第２合わせ面に対応して設けられている後部シール部７０Ａと、フロントク
ロスメンバー２７、左右のサイドメンバー２８，２８との合わせ面に亘る状態で設けられ
ている本体シール部７０Ｂとを有している。つまり、第２シール部材７０は、後部シール
部７０Ａと本体シール部７０Ｂとをエンドレスに繋いだもので、アウタルーフ３１の周縁
部に対応して形成されている保持溝内に装着されている。
【００５２】
　図３に示すように、リヤクロスメンバー２９は、その後上端縁に段差が形成され、この
段差を利用して、リヤクロスメンバー２９と下部カバー３９との間にシール材８２が介装
されている。
【００５３】
　このように防水機構Ｂとシール材８２とを介装したことで、インナルーフ３０の後端部
とアウタルーフ３１の後部と下部カバー３９とで形成される空調ユニット収納空間４０の
気密性及び防水性を確保することができる。
【００５４】
　　〔別実施形態〕
〔１〕作業車としては、コンバインやバックホーあるいは運搬車などであってもよい。
【図面の簡単な説明】
【００５５】
【図１】トラクタの全体側面図
【図２】キャビン後部を示す平面図
【図３】キャビン後部の空調ユニット収納状態を示す縦断側面図
【図４】排水機構を備えるキャビンの後面図
【図５】機体左側の排水機構を示す左側面図
【図６】機体右側の排水機構を示す右側面図
【図７】下部カバーの内面を示す平面図
【図８】下部カバーとアウタルーフの間に介在されている第１シール部材と第２シール部
材を示す縦断側面図
【図９】アウタルーフに装着される第２シール材を示す下面図
【図１０】内気供給口と外気供給口との間に設けられているシャッタを示す縦断側面図
【図１１】内気供給口と外気供給口との間に設けられているシャッタを駆動するクランク
アーム等を示す構成図
【図１２】排水機構の先端側ホースのリヤピラーに対する取付状態を示す横断平面図
【符号の説明】
【００５６】
　１１　　キャビン
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　１９　　キャビンフレーム
　２２　　サイドウインド
　２３　　リヤウインド
　２６　　リヤピラー
　３２　　ルーフ部
　３６　　空調ユニット
　３９　　下部カバー
　３９Ｃ　載置溝
　３９Ｄ　取出口
　６５　　機器側ホース
　６６　　配管
　６７　　先端側ホース
　６８　　ブラケット
　６８Ａ　板状部
　７５　　排水口
　７６　　排水口
　８４　　作業灯

【図１】 【図２】
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【図９】 【図１０】

【図１１】

【図１２】
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